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議 

事 

（１）行政評価に関する提言書（案）について 

（２）地方創生拠点整備交付金等事業について（スマートオフィスプレイス見学） 

概 

 

要 

◆ 「令和３年度行政評価に関する提言書（案）」の確認をし、最終取りまとめを行った。 

◆ 佐倉市スマートオフィスプレイスを見学して意見交換をし、地方創生に有効な施設であると

評価した。 

内      容 

◆議事 

（１）行政評価に関する提言書（案）について 

（委員長）今年度の行政評価に関する提言書について、最終取りまとめを行う。 

（事務局）資料１の行政評価に関する提言書（案）について、事前に各委員に送付の上確認いただいた

ところ、修正意見はなかったが、各箇所を読み上げの上、最終確認を行わせていただきたい。 

 

[【資料１】行政評価に関する提言書（案）の各箇所を読み上げ、意見の有無を確認〕 

 

＜基本施策「子育て支援」について＞ 

（委員長）「子育て支援」の「その他意見」として追加したいのだが、幼稚園は文部科学省が所管し教育

の立場、保育園は厚生労働省が所管し保育の立場と、所管する省庁が異なっていることから、保育園で

は教育を行わないなどの違いがあり、学力の差が出る。やむを得ないことだとは思うが、これだけ子ど

もの数が減っている中、親の立場としてはその違いにこだわらず、子育てに関しては佐倉モデルを作る

くらい意欲的に頑張っていただきたい、という気持ちがあり、そのような意見を提言書に加えていただ

きたい。待機児童数などの量的な支援ではなく、質の支援が今後問われることになる。 

（事務局）追加する文案を作成し、後日委員の皆さまに確認させていただく。 

 

＜基本施策「情報発信・共有、広聴」について＞ 

（委員）「その他意見」にある「南部地区への移住者の生活を紹介する番組」はこれまでも何本か制作し

ており、YouTubeでも公開していたと思うが、現在も見られるようになっているのか。 

（事務局）おそらく見られる。 

（委員）今後も制作していってもらいたい。 

（委員）既に番組制作しているのであれば、提言書案はそのような形の記載に修正した方がいいのでは

ないか。 

（事務局）修正することとし、文案を作成して、後日確認いただく。 

（委員長）私の地元でも、市職員が空き家紹介のような番組を作っている。これだけ空き家が多いと南

部地区に限らず、都市部の空き家紹介などもいいのではないか。 
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＜全体取りまとめ＞ 

（事務局）本日ご指摘いただいた２カ所について提言書を修正することとし、後日メールで修正案を委

員の皆様に確認させていただく。 

（委員長）委員確認後のものを、最終的な当懇話会の提言書とさせていただければと思う。 

（事務局）提言書は後日市長に提出の上、庁内関係部署に周知することで、いただいた評価の結果を今

後の市政の改善につなげさせていただきたいと思う。 

 

（２）地方創生拠点整備交付金等事業について（スマートオフィスプレイス見学） 

 

 〔施設職員の案内により、施設を見学〕 

 

（事務局） 

[資料２により、地方創生拠点整備交付金等を活用し整備した佐倉市スマートオフィスプレイスの概要

について説明] 

 

（事務局）施設を見学されて、どのように感じられたか。 

（委員）ワーキングスペースは静かで話ができない感じだったので、打ち合わせの時などはもう少し話

しやすいスペースがあると良いように感じた。静かなスペースも必要だが、スペースの使い方などを工

夫して。その方が若い方にもこの施設が広まるのではないか。 

（産業振興課長）本来この施設の使い方としては、色々な事業者さんが混ざり合ってコミュニケーショ

ンが取れるような場所を想定していた。コロナ禍の状況もあり、自由に話すことが難しい状況。施設を

管理している事業者のご厚意で、隣のスペースの 1部をお借りしてお話が自由にできるスペースを用意

し、web会議なども行っている。来年度は指定管理者の独自事業として、web会議ができるボックス等を

設置する予定もある。 

（委員）学生さんの利用も多く、勉強する方は声が邪魔になると言うこともあり、なかなか難しい面も

ある。利用する方のニーズが違うのでスペースを分けるなど、工夫する必要がある。来年度そういった

スペースができるのは良いことだと思う。 

（委員）オープン当初こちらの施設を利用させていただき、少人数で小さな声で打ち合わせをした際

に、職員の方から、静かにしてくださいとの注意を受けた。オープン当初はコロナ前であったが、施設

のイメージとしてはもう少し活気があるイメージだったので、やや食い違う印象であった。このスペー

スが図書館の学習室や有料の自習室のように、ただ静かに使うだけになってしまうのであれば少しもっ

たいないと感じる。 

（施設職員）運営をしている側からすると、本来は皆さんがワイワイと意見交換をして新しいものが生

まれるような場所にしたいのだが、今の利用者さんの希望としては、静かな図書館のようなスペースを

望んでいる方が圧倒的に多いのが実情。我々としても今のままの使い方ではもったいないという気持ち

は持っており、いかに本来あるべき姿にもっていくかが課題だと捉えている。コロナ禍でなかなかでき

なかったが、ようやく今年になってビジネスマッチング的なものを進めており、施設の利用者同士をつ

なげることで交流を盛り上げようという考えで、ビジネスコミュニティアンケートを撮らせていただ

き、情報を開示しても良い事業者さんについては連絡先等を掲示したり、受付に声をかけていただけれ

ば利用者同士の引き合わせをしたりなどを今後考えている。今はまだ学習室のような状況だが、このよ

うな試みを通じて、徐々に変えていければと考えている。 

（委員）このようなご時世で大変だが、いずれこちらのスペースで起業者向けの講習会なども行われる

と良いと思う。 

（委員）施設のオープンとクローズの時間は何時か? 

（施設職員）オープンが 8時半で、クローズは 20時半である。 

（委員）仕事が終わった後に利用することを考えると、クローズの時間が少し早いのではないかと感じ

た。終電近くまで開けてほしいというニーズもあるのではないか。 
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（産業振興課長）ニーズはあると思われるが、ショッピングセンター内なので全体の閉館時間の制限が

ある状況。 

（事務局）地方創生として、人口減少の中、人や仕事をこちらの施設を通じて集めてくるという観点で

はどのように考えられるか。 

（委員）こういうスペースが佐倉市にあるというのは大変素晴らしく、もっと増えると良いと思う。自

宅で web会議などは頭の切り替えをすることが難しく、場所の移動があったほうが良い。より増えてい

くと、市民が仕事をしやすい環境にもつながっていくのではないか。 

（委員）資料を見ると「本事業の取り組みによる新規の起業者数」と言う数値が増えているが、これは

佐倉市内での起業か。 

（産業振興課）佐倉市内のみではない数値。市外で起業される方も、ゆくゆくは市内での起業につなげ

ていきたいという考えは持っている。 

（委員）先ほど企業同士のマッチングの話もあったが、この施設を通じて賑わいが生まれるとより良い

と思う。 

（委員）きれいで良いスペースだと思う。ここで新たな雇用や事業の創出があると地域の活性化にもつ

ながると思うし、マッチングなどを通じてより発展していければ更に良い。 

（委員）地方創生のためには、今まででは考えつかないようなアイディアも出していくことが大事だと

思う。部屋の間取りや使い方などを工夫していくことが必要。何かを始めようという動機付けは、その

わずかなタイミングを外すとなかなか再現できないもの。これからの時代は２つの仕事を持つというこ

とも増えてくることもあり、先ほど開館時間のことをお尋ねした。現状では時間制限があるので、その

あたりも工夫いただく可能性がある。もっと色々な広がりが出てくるのではないか。 

（事務局）委員の皆さまのご意見をおまとめすると、地方創生には役立つ施設なのではないか、ただし

打ち合わせスペースや開館時間の延長などで、より広がりを見せられる施設なのではないか、という内

容でよろしいか。  

〔各委員、承諾〕 

 

（事務局）そのほか、全体を通して、委員の皆様から何かご意見はあるか。 

〔各委員、意見なし〕 

（事務局） 

 それでは、本日の議事はこれで終了する。 

 

（以上） 

 


